Formation and Tradition of WEI Yuanfu 韋元甫\u27s "Mulange" 「木蘭歌」 Contained in Quan Tang shi 『全唐詩』 by 長谷部 剛
（
一
）
入
「
木
詩
」
に
は
わ
か
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
北
宋
の
人
、
郭
倩
の
に
な
る
『
樂
府
詩
集
』
、
そ
の
卷
二
十
五
「
吹
曲
辭
」
五
「
梁
鼓
角
吹
曲
」
の
卷
末
に
、「
木
詩
二
首
古
辭
」
と
し
て
二
首
の
詩
が

さ
れ
る
。
こ
の
二
首
の
「
木
詩
」
が
「
梁
鼓
角
吹
曲
」
に
含
ま
れ
る
の
か
、
そ
う
で
は
な
く
、『
樂
府
詩
集
』
が
「
梁
鼓
角
吹
曲
」
の
後
に
「
木
詩
」
を
配
置
し
た
だ
け
で
あ
る
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
定
論
が
無
い
。
	に
問
題
に
な
る
の
が
、
「
木
詩
」
は
二
首
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
首
の
う
ち
、
第
一
首
は
「
喞
喞
何
喞
喞
、
木
當

織
」
か
ら
始
ま
る
六
十
二
句
の
詩
。
こ
れ
は
、
廣
く
人
口
に
膾
炙
し
た
「
木
詩
」
で
あ
る
。
一
方
、
第
二
首
は
「
木

杼
嗟
、
借
問
復
爲
誰
」
か
ら
始
ま
る
四
十
二
句
の
詩
で
あ
り
、
こ
の
詩
は
『

詩
』
卷
二
七
二
に
、
人
、
韋
元
甫
の
詩
と
し
て

さ
れ
る
「
木
歌
」
と
同
一
も
の
で
あ
る
。
「
木
詩
」
の
第
二
首
が
第
一
首
と
同
じ
く
「
古
辭
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
、
韋
元
甫
の
作
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
『


詩
』
と
矛
盾
す
る
。
し
か
も
、
北
宋
、
李
ら
に
な
る
『
文


』
卷
三
三
三
で
は
、
第
一
首
の
方
を
韋
元
甫
の
作
と
し
て
收
め
て
お
り
、
こ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
、
誰
が
ど
の
「
木
詩
（
歌
）」
を
作
っ
た
の
か
、

紛
々
と
し
て
い
て
錯
綜
し
た
況
に
あ
る
。
本
稿
は
、
「
木
詩
」
の
形
と
傳
承
に
つ
い
て
の
系
統
な
究
（
１
）
の
一
と
し
て
、
『
樂
府
詩
集
』
收
「
木
詩
」
第
二
首
に
焦
點
を
當
て
、
こ
の
詩
が
『

詩
』
に
韋
元
甫
「
木
歌
」
と
し
て

さ
れ
る
ま
で
の
複
雜
な
經
を
詳
す
る
も
の
で
あ
る
。
『

詩
』
收
韋
元
甫
「
木
歌
」
に
つ
い
て
「
木
詩
」
の
形
と
傳
承
長
谷
部
剛
（
二
）『
樂
府
詩
集
』
の

問
題
『
樂
府
詩
集
』
は
「
木
詩
二
首
古
辭
」
の
題
解
と
し
て
以
下
の
ご
と
き
文
を
載
せ
る
。
『
古
今
樂
』
曰
、「
木
、
不
知
名
」。
浙
江
西
觀
察
使
御
史
中
丞
韋
元
甫
續
附
入
（
２
）。
『
古
今
樂
』
は
陳
の
釋
智
匠
の
撰
。「
浙
江
西
觀
察
使
御
史
中
丞
」
の
韋
元
甫
は
人
で
あ
る
か
ら
、
「
浙
江
西
…
」
以
下
の
一
文
は
『
古
今
樂
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
。
郭
倩
自
身
が
記
し
た
補
足
	明
、
あ
る
い
は
郭
倩
が
『
古
今
樂
』
以
外
の
書
か
ら
引
用
し
て
補
足
	明
し
た
文
と
考
え
ら
れ
る
（
３
）。
問
題
は
「
續
附
入
」
の
解
釋
で
あ
る
。
第
一
首
「
喞
喞
何
喞
喞
…
」
を
「
木
詩
古
辭
」
と
考
え
、
第
二
首
「
木


杼
嗟
…
」
を
韋
元
甫
が
「
木
詩
古
辭
に
續 、
け
て
古
辭
の
あ
と
に
附 、
入 、
し
た
」
擬
作
と
考
え
る
な
ら
ば
、
第
二
首
は
韋
元
甫
の
作
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
南
宋
、
嚴
『
滄
浪
詩
話
（
４
）』
考
證
篇
は
、
「
木
歌
」
、
『
文


』
直
作
「
韋
元
甫
」
名
字
。
郭
倩
『
樂
府
』
兩
篇
、
其
後
篇
乃
元
甫
作
也
。
と
べ
、
や
は
り
第
二
首
（「
後
篇
」）
を
韋
元
甫
の
作
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
樂
府
詩
集
』
は
「
木
詩
二
首
古
辭
」
と
題
し
て
第
一
首
・
第
二
首
を
收
め
る
（
５
）の
で
あ
る
か
ら
、
『
樂
府
詩
集
』
の
標
題
に
從
う
な
ら
ば
、
や
は
り
二
首
と
も
「
古
辭
」
と
考
え
る
べ
き
だ
と
も
言
え
る
。
郭
倩
が
北
宋
の
末
年
（
６
）に
『
樂
府
詩
集
』
を
纂
し
て
か
ら
お
よ
そ
六
百
年
後
、
の
康
煕
四
十
五
年
（
一
七
〇
六
）
十
に
『

詩
』
の
纂
が
了
し
、
そ
こ
に
「
木
詩
」
第
二
首
「
木


杼
嗟
…
」
は
韋
元
甫
「
木
歌
」
と
し
て
收
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
、
元
の
左
克
明
『
古
樂
府
』
卷
三
、
明
の
劉
『
廣
文
』
卷
十
二
、
明
の
馮
惟
訥
『
古
詩
紀
』
卷
九
十
六
な
ど
に
、
「
木
詩
」
第
二
首
「
木


杼
嗟
…
」
は
第
一
首
「
喞
喞
何
喞
喞
…
」
と
と
も
に
收
め
ら
れ
る
も
の
の
、
韋
元
甫
の
作
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
『
文


』
が
第
一
首
の
方
を
韋
元
甫
の
作
と
し
て


す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
南
宋
の
人
、
彭
叔
が
『
文


辨
證
』
卷
五
に
お
い
て
「
浙
江
西
觀
察
使
御
史
中
丞
韋
元
甫
續
附
入
」
の
一
文
を
根
據
と
し
て
『
文


』
の

方
法
を
否
定
す
る
。
で
は
、
な
ぜ
『

詩
』
は
「
木
詩
」
第
二
首
を
韋
元
甫
「
木

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
86
歌
」
と
し
て
收
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
こ
の
「
浙
江
西
觀
察
使
御
史
中
丞
韋
元
甫
續
附
入
」
の
一
文
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
嚴

『
滄
浪
詩
話
』
の
言
も
斟
し
つ
つ
、『

詩
』
の
	纂

は
「
木
詩
」
第
二
首
を
「
韋
元
甫
が
『
木
詩
』
古
辭
（
＝
第
一
首
）
に
續 、
け
て
古
辭
の
あ
と
に
附 、
入 、
し
た
」
擬
作
（
７
）と
見
な
し
た
、
と
現
段
階
で
は
斷
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
、
「
浙
江
西
觀
察
使
…
…
」
の
一
文
を
載
せ
る
『
樂
府
詩
集
』
が
「
木
詩
二
首
古
辭
」
と
題
す
る
以
上
、
第
二
首
も
ま
だ
古
辭
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
は
依
然
と
し
て
の
こ
る
。
も
し
第
二
首
が
古
辭
で
あ
る
な
ら
ば
、
韋
元
甫
が
「
續 、
け
て
附 、
入 、
し
た
」
作
品
は
ま
た
別
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
（
三
）
韋
元
甫
「
木
歌
」
文
本
で
は
『

詩
』
收
の
韋
元
甫
「
木
歌
」
文
を
げ
る
。
『
全
唐
詩
』
所
收
韋
元
甫
「
木
蘭
歌
」
に
つ
い
て
（
長
谷
部
）
87
０
木
歌
１
木

杼
嗟
２
借
問
復
爲
誰
３
欲
聞



４
感
激
彊
其
顏
木
が
杼 ひ
を
い
て
い
て
い
る
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に
く
の
か
ね
て
み
る
心
配
な
こ
と
を
聞
き
た
い
の
だ
木
は
感
激
し
顏
を
こ
わ
ば
ら
せ
て
言
う
５
老
父
隸
兵

６
氣
力
日
衰

７
豈
足
萬
里
行
８
有
子
復
少
９
胡
沙
沒
馬
足
10
朔
風
裂
人
膚
11
老
父
舊
病
12
何
以
彊
自
扶
13
木
代
父
去
14
秣
馬
備
戎
行
15
易
却
綺
裳
16
洗
却
鉛
粉
妝
17
馳
馬
赴
軍

18
慷
攜
干
將
19
屯
山
下
20
宿

 傍
21
夜
襲
燕
支
!
22
更
攜
于
"羌
23
將
軍
得
#歸
老
父
は
兵
に
あ
り
ま
す
が
氣
力
も
體
力
も
日
々
衰
え
て
い
ま
す
ど
う
し
て
$里
の
行
軍
が
で
き
ま
し
ょ
う
息
子
は
お
り
ま
す
が
ま
だ
幼
い
の
で
す
胡 え
び
すの
地
の
砂
%は
馬
の
足
が
埋
&し
北
風
は
人
の
皮
膚
を
破
っ
て
し
ま
い
ま
す
老
父
は
も
と
も
と
病
'で
ど
う
し
て
力
(く
自
ら
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
私
、
木
が
父
に
代
わ
っ
て
行
き
ま
す
の
で
馬
に
ま
ぐ
さ
を
や
り
出
征
に
備
え
ま
す
絹
の
衣
裝
を
)替
え
鉛
の
*粧
を
+と
す
馬
を
驅
っ
て
軍
に
赴
く
に
慷
し
て
干
將
の
刀
を
携
え
て
き
た
に
な
れ
ば
山
の
下
に
,屯
し
れ
れ
ば

 の
ほ
と
り
に
宿
る
夜
に
な
れ
ば
燕
支
山
に
い
る
敵
を
襲
い
更
に
于 う
"
て
んや
羌
の
兵
士
を
-れ
歸
る
將
軍
は
戰
#の
う
え
歸
.し
〔
校
〕
21「
燕
支
」：『
古
樂
府
』・『
古
詩
紀
』
は
「
支
」
に
作
る
。
28「
却
卸
」：『
樂
府
詩
集
』
は
「
却
御
」
に
作
る
。
30「
爲
」
：
『

詩
』
校
語
に
「
一
作
復
」
と
あ
る
。
『
樂
府
詩
集
』・『
古
樂
府
』・『
古
詩
紀
』
は
「
復
」
に
作
る
。
37「
」：『
樂
府
詩
集
』・『
古
樂
府
』・『
古
詩
紀
』
は
「
也
」
に
作
る
。
40「
息
」：『
樂
府
詩
集
』・『
古
樂
府
』・『
古
詩
紀
』
は
「
重
」
に
作
る
。
「
木
詩
」
第
一
首
は
、「
木
」
と
い
う
名
の
女
性
が
年
老
い
た
父
に
代
わ
り
男
裝
し
て
出
征
し
軍
功
を
擧
げ
て
凱
旋
し
た
と
い
う
、
雄
譚
	色

の
い
容
で
あ
る
。
韋
元
甫
「
木
歌
」
は
「
木
詩
」
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
88
24
士
卒
故

25
父
母
見
木

26
喜
極
悲
傷
27
木
能
承
父
母
顏
28
却
卸
巾
理
絲
簧
29
昔
爲
烈
士
雄
30
今
爲
嬌
子
容
31
親
戚
持
酒
賀
32
父
母
始
知
生
女
與
男
同
33
門
舊
軍

34
十
年
共
崎
嶇
35
本
結
兄
弟
交
36
死
戰
誓
不
渝
37
今
見
木

38
言
聲
雖
是
顏
貌
殊
39
愕
不
敢

士
卒
も
故
に
歸
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
父
母
は
木
を
見
て
喜
び
が
極
ま
っ
て
悲
傷
と
な
っ
た
木
は
父
母
を
よ
ろ
こ
ば
せ
よ
う
と
巾
の

ゆ
ご
てを
取
り
去
っ
て
簧 ふ
えの
を
と
と
の
え
る
こ
れ
ま
で
は
烈
士
の
雄
で
あ
っ
た
の
が
い
ま
は
再
び
か
わ
い
い
子
ど
も
の
さ
ま
親
戚
が
酒
を
持
っ
て
お
い
に
來
て
父
母
は
女
を
生
む
の
も
男
を
生
む
の
も
同
じ
だ
と
や
っ
と
わ
か
っ
た
門
に
昔
の
軍
の
長
こ
の
十
年
、
勞
を
共
に
し
て
き
た
木
と
そ
の
仲
は
兄
弟
の
り
を
結
び
死
戰
の
な
か
そ
の
誓
い
を
變
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
い
ま
、
木
を
見
て
こ
と
ば
や
聲
は
も
と
の
ま
ま
だ
が
顏
か
た
ち
は
な
る
愕
し
て
づ
け
な
い
40
歎
息
徒
吁
41
世
有
臣
子
心
42
能
如
木


43
忠
孝
兩
不
渝
44
千
古
之
名
焉
可
滅
息
し
て
は
た
だ
息
す
る
ば
か
り
世
に
臣
下
と
子
弟
と
し
て
持
つ
べ
き
心
と
い
う
も
の
が
あ
り
も
し
そ
れ
が
木
の
貞
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
忠
も
孝
も
と
も
に
變
わ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
か
ら
永
の
名
 が
ど
う
し
て
!滅
し
よ
う
か
第
一
首
の
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
擬
作
で
あ
り
、
「
續
附
入
」
と
い
う
表
現
と
ま
さ
し
く
合
し
て
い
よ
う
。
に
文
字
の
同
に
目
す
る
と
、
〔
校
〕
に
げ
た
よ
う
に
、
『
樂
府
詩
集
』
・
『
古
樂
府
』
・
『
古
詩
紀
』
は
お
そ
ら
く
同
一
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
據
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
『
	

詩
』
が
據
っ
た
テ
キ
ス
ト
は
『
樂
府
詩
集
』
・
『
古
樂
府
』
・
『
古
詩
紀
』
と
は
別
系
統
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
四
）
韋
元
甫
に
つ
い
て
で
は
、
韋
元
甫
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
韋
元
甫
は


か
ら
中

に
か
け
て
の
人
。
『
舊

書
』
卷
一
一
五
に
傳
が
あ
る
。
こ
れ
に
據
れ
ば
、
韋
元
甫
は
滑
州
白
馬
尉
の
と
き
官
吏
と
し
て
の
能
力
を
河
南
訪
使
の
韋
陟
に
め
ら
れ
支
使
に
擢
さ
れ
る
。
そ
の
後
は
、
能
力
と
名
聲
に
よ
っ
て
、
蘇
州
刺
史
・
浙
江
西


團
觀
察
使
な
ど
を
任
す
る
。
大
の
初
め
、
杜
鴻
漸
の
推
に
よ
り
書
右
丞
と
な
り
官
と
な
る
。
そ
の
の
ち
揚
州
長
史
・
御
史
大
夫
・
淮
南
度
觀
察
使
な
ど
に
な
っ
た
。
揚
州
に
あ
っ
た
三
年
は
政
治
が
亂
れ
る
こ
と
は
な
く
、
治
世
は
い
き
と
ど
い
た
。
大
六
年
（
七
七
一
）
八
に
揚
州
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
韋
元
甫
は


か
ら
中

の
官
界
に
事
跡
を
留
め
た
人
物
で
あ
り
、
『
新

書
』
卷
一
二
二
「
韋
陟
傳
」
に
、
河
南
訪
使
の
韋
陟
の
も
と
で
は
、
官
の
員
錫
が
洞
察
力
の
さ
で
、
支
使
の
韋
元
甫
が
奏
上
文

能
力
で
以
て
知
ら
れ
、
「
員
推
韋
」
と
稱
さ
れ
た
、
と
あ
り
、
文
才
の
あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、『
	

文
』
卷
四
三
四
に
文
五
篇
、『
	

詩
』
に
こ
の
「
木
 歌
」
一
篇
を
の
こ
す
の
み
で
あ
る
。
『

五
代
文
學
!年
史
』
中

卷
（
８
）は
、
こ
の
韋
元
甫
「
木
 歌
」
に
つ
い
て
、『
樂
府
詩
集
』「
木
 詩
」
題
解
に
「
浙
江
西
觀
察
使
"使
御
史
中
丞
韋
元
甫
續
附
入
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
韋
元
甫
が
蘇
州
刺
史
・
浙
西
觀
察
使
で
あ
っ
た
の
は
永
泰
元
（
七
六
五
）
年
か
ら
大
三
（
七
六
八
）
年
正
の
で
あ
っ
た
と
す
る
郁
賢
#『

刺
史
考
』
蘇
州
の
考
證
に
基
づ
き
、
大
二
年
（
七
六
七
）
か
そ
の
少
し
$に
蘇
州
で
作
ら
れ
た
、
と
!年
す
る
。
韋
元
甫
と
「
木
 詩
（
歌
）」
と
の
接
點
を
示
す
%料
は
極
め
て
乏
し
い
。
そ
の
な
か
で
、
北
宋
、
&庭
堅
に
「
題
樂
府
木
 詩
後
（
９
）」
と
題
す
る
文
が
あ
る
。

朔
方
度
使
韋
元
甫
得
於
民
'、
劉
原
父
(時
於
祕
書
省
中
)得
。
元
豐
乙
丑
五
戊
申
、
會
*於
趙
正
夫
+原
監
郡
西
齋
、
觀
古
書
帖
甚
富
。
愛
此
紙
、
得
澄
心
堂
法
、
與
,三
人
、
石
輔
之
・
柳
仲
-・
庭
堅
。
『
全
唐
詩
』
所
收
韋
元
甫
「
木
蘭
歌
」
に
つ
い
て
（
長
谷
部
）
89
右
の
文
で
庭
堅
は
略
、
以
下
の
よ
う
に
べ
る
。
「
代
、
朔
方
度
使
の
韋
元
甫
が
民
で
『
木
詩
』
を
入
手
し
た
も
の
を
、
劉
敞
（
字
は
原
父
）
が
以
	、
宮
中
の
祕
書
省
で
記

し
た
。
そ
れ
が
趙
挺
之
（
字
は
正
夫
）
の
手
に
よ
り
元
豐
八
年
（
一
〇
八
五
）
五
筆
寫
さ
れ
、
庭
堅
ら
に
與
え
ら
れ
た
」
と
。
こ
の
庭
堅
の
を
さ
ら
に
發
展
さ
せ
れ
ば
、
韋
元
甫
が
「
木
詩
」
古
辭
を
民
で
入
手
し
、
そ
れ
に
「
續 、
け
て
古
辭
の
あ
と
に
附 、
入 、
し
た
」
も
の
が
「
木
詩
」
第
二
首
（『

詩
』
の
「
木
歌
」）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
	
し
た
よ
う
に
、
韋
元
甫
は
浙
江
西

團
觀
察
使
や
淮
南
度
觀
察
使
を
任
し
て
は
い
る
が
、
史
書
の
な
か
に
「
朔
方
度
使
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
料
は
な
い
。
庭
堅
は
「
淮
南
」
を
っ
て
「
朔
方
」
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
五
）「
木
詩
」
の
形
と
傳
承
廣
く
人
口
に
膾
炙
し
た
「
木
詩
」
第
一
首
、
そ
の
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
上
は
代
、
下
は
代
と
、
か
ね
て
よ
り
樣
々
な
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

紛
々
た
る
況
に
あ
る
（
）。
「
木
詩
」
は
陳
の
釋
智
匠
『
古
今
樂

』
に
「
木
、
不
知
名
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
陳
代
に
そ
の
歌
辭
が
す
で
に
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
容
に
も
、
詩
中
の
地
名
が
北
魏
・
太
武
（
四
二
三
～
四
五
二
在
位
）
に
お
け
る
柔
然
征
伐
と
合
す
る
こ
と
か
ら
、
南
北
分
裂
期
の
北
方
を
臺
と
す
る
こ
と
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
）。
現
在
で
は
「
北
の
歌
謠
で
作
 不
詳
」
と
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
（
!）。
し
か
し
、「
木
詩
」
の
ご
と
き
作
 不
詳
の
物
語
詩
は
、「
焦
仲
卿
妻
（
孔
雀
東
南
飛
）」
と
同
じ
く
、
長
期
の
口
承
傳
承
と
廣
範
圍
の
流
傳
を
經
て
最
"
に
は
文
人
に
よ
っ
て
寫
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
#
$で
多
く
の
改
作
や
%補
が
行
わ
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
の
が
最
も
現
實
に
&い
で
あ
ろ
う
。
「
木
詩
」
第
一
首
の
文
が
、
南
北

分
裂
期
の
北
方
で
す
で
に
立
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
「
木
詩
」
第
一
首
に
は
、
①
南
、
②
代
、
と
推
測
さ
れ
る
加
筆
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
插
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
先
行
'究
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
①
南

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
90
29
萬 去
里 上
●赴 去
戎
(○機
(◎
30
關
(山
(○度 去
)
入
●飛
(◎
31
朔 入
氣 去
●傳
(金
(○柝 入
萬
里
の
か
な
た
軍
機
を
求
め
て
戰
場
へ
と
赴
き
關
*の
山
を
飛
ぶ
が
ご
と
く
に
越
え
て
ゆ
く
北
方
の
+氣
が
銅
鑼
の
,を
傳
え
「
木
詩
」
第
29句
か
ら
第
34句
ま
で
の
六
句
は
、
頭
・
上
尾
・
蜂
・
鶴
膝
の
四
つ
の
聲
病
を
け
、
聲
律
を
守
し
よ
う
と
す
る
六
新
體
詩
で
あ
り
、
し
か
も
二
四
不
同
・
反
法
を
守
し
て
お
り
代
	體
詩
と
し
て
の
條
件
も
部
分

で
は
あ
る
が
ね
備
え
て
い
る
。
南
の
齊
・
梁
・
陳
の
時
代
、
王
侯
貴
族
や
文
人
に
よ
っ
て
、「
隴
頭
水
」・
「
紫
馬
」
・
「
關
山
」
・
「
度
關
山
」
・
「
從
軍
行
」
な
ど
、
戰
爭
を

題
と
し
、
多
く
は
北
方
の
邊
塞
へ
と
出
征
し
た
兵
士
に
つ
い
て
詠
う
樂
府
詩
が
、
聲
律
を
守
す
る
か
た
ち
で
大
量
に
制
作
さ
れ
て
い
た
。
「
木
詩
」
が
北
方
か
ら
南
方
に
傳
わ
っ
た
際
、
南
の
樂
工
は
そ
れ
ら
樂
府
詩
群
の
な
か
か
ら
木
故
事
に
合
す
る
歌
辭
を
び
、
木

故
事
を
詠
う
歌
辭
の
な
か
に
插
入
し
た
、
そ
れ
が
第
29～
34句
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
）。
「

」
は
「
額
妝
」
の
こ
と
、
額
に
金
色
、
或
い
は
色
で
星
・
・
・
鳥
な
ど
を
い
た
り
、
ま
た
は
紙
を
そ
の
か
た
ち
に
切
っ
て
貼
っ
た
り
す
る
女
子
の
裝
で
、
南
後
期
か
ら
初
期
に
流
行
し
た
。
曹
衡
・
沈
玉
『
南
北
文
學
史
（
）』
は
、
南
梁
の
文
蕭
綱
・
初
の
盧
照
鄰
の
用
例
を
引
き
つ
つ
、
「
木
詩
」
第
54句
は
北
で
は
な
く
南
お
よ
び
隋
の
事
物
が
詠
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。
②
代長
孺
「
『
木
詩
』
補
證
（
）」
は
、
「
木
の
物
語
（
木
故
事
）
の
發
生
と
『
木
詩
』
歌
辭
の
形
は
別
個
の
問
題
で
あ
る
」
と
す
る
立
脚
點
か
ら
、
出
土
料
な
ど
に
基
い
て
釋
を
施
し
「
『
木
詩
』
は
人
の
作
っ
た
も
の
」
と
張
す
る
。
論
文
は
、
「
軍
帖
（
兵
書
）」
の
「
帖
」
が
「
書
・
文
書
」
『
全
唐
詩
』
所
收
韋
元
甫
「
木
蘭
歌
」
に
つ
い
て
（
長
谷
部
）
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32
 光
○照 去
鐵 入
●衣
◎
33
將
軍
○百 入
戰 去
●死 去
34
壯 去
士 去
●十 入
年
○歸
◎
（
○
は
聲
、
●
は
仄
聲
、
◎
は
聲
の
韻
字
）
冷
た
く
光
る
光
は
鎧
を
照
ら
す
將
軍
は
百
戰
の
な
か
で
死
に
壯
士
は
十
年
!從
軍
し
て
歸
"し
た
53
當
窗
理
雲
鬢
窗
の
	く
で
豐
か
な
髮
を
整
え
54
對
鏡
帖


鏡
に
向
か
い

を
額
に
つ
け
る
９
昨
夜
見
軍
帖
10
可
汗
大
點
兵
昨
夜
、
兵
書
を
見
ま
す
と
大
王
樣
は
大
い
に
兵
士
の
名
#を
點
檢
さ
れ
て
い
ま
す
の
意
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
代
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
兵
士
を
發
し
入
さ
せ
る
」
意
の
「
點
兵
」
は
代
の
用
語
（
）で
あ
る
こ
と
を
べ
る
。
論
文
は
、
十
一
等
で
あ
っ
た
北
・
隋
の
受
勳
の
階
が

	樹
立
の
際
に
十
二
等
に
改
め
ら
れ
、
高
宗
・
武
后
の
時
代
に
戰
事
の

發
に
い
受
勳
や
階
の
特
も

發
に
な
っ
た
（
『
舊
書
』
卷
四
十
二
「
職
官
志
」
一
）
こ
と
か
ら
、
木
が
武
勳
に
よ
っ
て
十
二
階
特
し
た
と
「
木
詩
」
で
語
ら
れ
る
の
は
、
高
宗
（
在
位
六
四
九
～
六
八
三
）
以
後
の
時
代
を
背
景
と
し
て
い
る
、
と
張
す
る
。
論
文
は
、
初
期
の
府
兵
制
（
「
折
衝
府
」
）
で
は
「
火
」
が
十
人
を
一
單
位
と
す
る
最
末
端
の
組
織
・

で
あ
っ
た
（
『
新
書
』
卷
五
十
「
兵
志
」
な
ど
）
こ
と
か
ら
、
「
火
」
は
代
の
用
語
で
あ
っ
た
と
す
る
。こ
の
よ
う
に
、
木
故
事
を
詠
う
物
語
詩
「
木
詩
」
第
一
首
は
、
南
	で
貴
族
な
修
辭
上
の
洗
が
加
え
ら
れ
、
代
の
、
府
兵
制
の
立
お
よ
び
領
土
擴
大
政
策
に
よ
る
戰
事

發
と
い
っ
た
時
代
背
景
を
り
入
れ
つ
つ
形
し
て
い
っ
た
も
の
と
斷
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
木
故
事
は
王
昭
君
故
事
（
）と
同
じ
よ
う
に
民
の
語
り
も
の
と
し
て
の
時
代
に
ん
に
上
演
さ
れ
て
い
た
に
い
な
い
。
「
木
詩
」
第
一
首
は
『
樂
府
詩
集
』
で
は
「
古
辭
」
と
さ
れ
る
も
の
の
、
「
木
故
事
」
が
長
期
に
っ
て
口
承
傳
承
さ
れ
、
廣
範
圍
に
流
傳
し
た
結
果
、
そ
の
歌
辭
が
最

に
は
人
に
よ
っ
て
寫
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
（
三
）
で
檢
討
し
た
よ
う
に
、
『
樂
府
詩
集
』
收
「
木
詩
」
第
二
首
（
「
木

杼
嗟
、
借
問
復
爲
誰
」
）
は
第
一
首
を
擬
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。
「
木
詩
」
第
一
首
が
最

に
人
の
手
に
よ
っ
て
寫
定
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
古
辭
」
と
呼
ぶ
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
そ
の
擬
作
で
あ
る
第
二
首
ま
で
「
古
辭
」
と
見
な
す
の
も
極
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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37
策
勳
十
二
轉
38
賞
賜
百
千
彊
功
勳
が
書
き
記
さ
れ
て
十
二
階
特

し恩
賞
を
賜
っ
て
百
千
餘
り
55
出
門
看
火

56
火
始
惶
（
木
が
）
門
を
出
て
小
の
な
か
ま
た
ち
を
見
る
と
な
か
ま
た
ち
は
（
木
が
女
だ
と
知
っ
て
）
初
め
て
い
た
め
て
不
自
然
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
樂
府
詩
集
』
が
二
首
と
も
「
古
辭
」
と
し
て

し
た
の
は
り
と
斷
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
北
宋
の
こ
ろ
、
「
木
詩
」
第
一
首
と
第
二
首
は
「
浙
江
西
觀
察
使
御
史
中
丞
韋
元
甫
續
附
入
」
の
一
文
と
と
も
に
記
さ
れ
流
傳
し
て
い
た
（
	）の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
一
文
以
外
に
「
木
詩
」
と
韋
元
甫
と
の
關
係
を
明
示
す
る
證
據
が
無
か
っ
た
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釋
を
許
容
す
る
こ
と
と
な
り
、
『
文



』
は
っ
て
第
一
首
を
韋
元
甫
の
作
と
し
、
『
樂
府
詩
集
』
は
っ
て
二
首
と
も
「
古
辭
」
と
し
て

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
首
こ
そ
韋
元
甫
の
作
と
唱
え
た
の
は
、
南
宋
の
嚴
に
始
ま
り
、
初
の
『

詩
』
に
至
っ
て
韋
元
甫
「
木
歌
」
と
し
て
收
め
ら
れ
る
。
嚴
や
『

詩
』
の
斷
に
從
え
ば
、
韋
元
甫
が
第
一
首
を
擬
し
た
作
品
が
第
二
首
（
「
木
歌
」
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
加
え
て
、
庭
堅
「
題
樂
府
木
詩
後
」
の
記
に
部
分
な
信
憑
性
を
め
る
な
ら
ば
、
韋
元
甫
は
擬
作
を
制
作
し
た
だ
け
で
な
く
、
代
に
流
傳
し
て
い
た
「
木
詩
」
の
發
見
・
記
に
關
與
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
六
）
杜
甫
詩
と
の
關

こ
れ
ま
で
「
木
詩
」
に
つ
い
て
は
、
專
ら
第
一
首
の
み
が
究
の
對
象
と
さ
れ
、
第
二
首
（
韋
元
甫
「
木
歌
」
）
に
關
心
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
韋
元
甫
「
木
歌
」
を
讀
す
れ
ば
、
第
一
首
と
の
關
係
だ
け
で
な
く
、
極
め
て
興
味
深
い
事
實
を
さ
ら
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
の
詩
と
の
關
で
あ
る
。
大
六
年
（
七
七
一
）
沒
の
韋
元
甫
と
杜
甫
は
同
時
代
人
で
あ
っ
た
。
『
全
唐
詩
』
所
收
韋
元
甫
「
木
蘭
歌
」
に
つ
い
て
（
長
谷
部
）
93
韋
元
甫
「
木
歌
」
１
木

杼
嗟
２
借
問
復
爲
誰
杜
甫
「
新
安
吏
」
１
客
行
新
安

２
喧
呼
聞
點
兵
３
借
問
新
安
吏
４
縣
小
更
無
丁
人
の
私
が
新
安
の
を
行
く
と
騷
が
し
く
ん
で
兵
士
を
發
す
る
の
が
聞
こ
え
た
新
安
の
役
人
に
ね
る
と
「
こ
の
縣
は
小
さ
く
、
丁
男
は

く
お
り
ま
せ
ん
11
老
父
舊
病
杜
甫
「
新
安
吏
」
７
中
男
 短
小
韋
元
甫
「
木
歌
」
お
よ
び
杜
甫
「
新
安
吏
」
「
兵
車
行
」
は
て
戰
爭
を
題
と
す
る
詩
歌
で
あ
る
。
韋
元
甫
「
木
歌
」
は
、
詩
中
の
登
場
人
物
に
問
い
か
け
そ
の
回
答
を
得
る
と
い
う
場
面
設
定
、
そ
し
て
、
出
征
す
べ
き
人
物
の
身
體
不
合
を
「
何
以
」
と
い
う
反
語
表
現
で
出
す
る
點
な
ど
、
杜
甫
「
新
安
吏
」
と
似
性
を
持
つ
。
	に
指
摘
す
べ
き
は
杜
甫
詩
と
の
似
性
で
は
な
く
、
杜
甫
詩
の
意
識
否
定
で
あ
る
。
「
木
歌
」
は
木
が
父
に
代
わ
り
出
征
し
軍
功
を
擧
げ
凱
旋
し
た
と
い
う
、

雄
譚
色
の
い
容
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
杜
甫
「
兵
車
行
」
は
戰
爭
の
悲
慘
さ
を
訴
え
る
諷
喩
詩
と
し
て
反
戰
（
厭
戰
）
感
が
濃
厚
で
あ
る
。
特
に
「
木
歌
」
第
31・
32句
と
杜
甫
「
兵
車
行
」
第
27～
30句
は
く
正
反
對
の
容
で
あ
る
。
杜
甫
「
兵
車
行
」
第
27～
30句
は
、
後
の
陳
琳
「
飮
馬
長
窟
行
」
（
『
玉
臺
新
詠
』
卷
一
收
）
を
繼
承
し
た
傳
統
表
現
で
あ
る
。
「
木

歌
」
第
31・
32句
は
こ
の
杜
甫
「
兵
車
行
」
の
表
現
を
意
識
に
否
定
し
た
も
の
と
い
っ
た
印
象
す
ら
か
せ
る
。
「
兵
車
行
」
は
、

で
は
天
寶
十
年
（
七
五
一
）、
杜
甫
四
十
の
作
と
年
さ
れ
る
（
）。
南
詔
討
伐
の
た
め
に

は
長
安
・
洛
陽
の
兩
京
、
お
よ
び
河
南
・
河
北
で
兵
を
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
に
應
ず
る
は
お
ら
ず
、
制
な
發
を
行
っ
た
（
『
治
鑑
』
卷
二
一
六
）
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
「
新
安
吏
」
は
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
の
作
。
郭
子
儀
ら
九
度
使
の
い
る
二
十
萬
の
兵
が
相
州
（
 
）
で
安
慶
!・
史
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
94
12
何
以
彊
自
扶
８
何
以
守
王

私
が
見
る
と
、
中
男
た
ち
は
體
が
ひ
ど
く
小
さ
く
ど
う
し
て
洛
陽
を
守
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
31
親
戚
持
酒
賀
32
父
母
始
知
生
女
與
男
同
杜
甫
「
兵
車
行
」
27
信
知
生
男
惡
28
反
是
生
女
好
29
生
女
"是
嫁
比
鄰
30
生
男
埋
沒
隨
百
#
本
當
に
分
か
っ
た
、
男
を
生
む
の
は
惡
く
女
を
生
む
こ
と
は
良
い
こ
と
を
女
を
生
め
ば

に
嫁
が
せ
ら
れ
る
が
男
を
生
め
ば
雜
#と
地
中
に
朽
ち
果
て
る
だ
け
だ
思
明
の
反
亂
軍
に
破
れ
（
『
治
鑑
』
卷
二
二
一
）、
東
洛
陽
防
衞
の
た
め
農
村
で
兵
が
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
第
（
四
）
で
す
で
に
觸
れ
た
よ
う
に
、
『
五
代
文
學
	年
史
』
中
卷
は
、
韋
元
甫
「
木

歌
」
を
「
大
二
年
（
七
六
七
）
か
そ
の
少
し
に
蘇
州
で
作
ら
れ
た
」
、
と
	年
す
る
。
こ
れ
に
從
え
ば
、
韋
元
甫
「
木

歌
」
は
杜
甫
「
兵
車
行
」
「
新
安
吏
」
の
後
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
韋
元
甫
が
杜
甫
詩
を
意
識
し
て
「
木

歌
」
を
制
作
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
兩
の
に
は
大
き
な
懸
が
あ
る
。
杜
甫
の
二
篇
の
詩
は
と
も
に
兵
の
苛
さ
・
戰
爭
の
悲
慘
さ
を
民
衆
へ
の
同

か
ら
出
す
る
の
に
對
し
、
韋
元
甫
「
木

歌
」
は
、
父
に
代
わ
っ
て
出
征
し
た
君
の
た
め
に
武
勳
を
た
て
た
木

を
「
忠
孝
」
と
賞
揚
す
る
こ
と
に
重
き
が
お
か
れ
、
兵
の
苛
さ
・
戰
爭
の
悲
慘
さ
を
べ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
懸
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
左
拾
と
し
て
杜
甫
は
、
宰
相
を
罷
さ
れ
た

を
辯
し
た
た
め
肅
宗
の
鱗
に
觸
れ
、
そ
の
職
を
逐
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
兵
車
行
」
に
見
え
る
よ
う
に
、
杜
甫
は
以
か
ら
苛
な
兵
に
し
む
民
衆
へ
の
關
心
を
持
っ
て
は
い
た
が
、
こ
の
體
驗
を
じ
て
爲
政
へ
の
批
を
よ
り
先

さ
せ
、
「
新
安
吏
」
を
は
じ
め
と
す
る
三
吏
三
別
と
い
っ
た
會
批
詩
を
制
作
す
る
（
 ）。
そ
の
一
方
、
韋
元
甫
は
韋
陟
（
!）に
"め
ら
れ
た
こ
と
を
#機
に
中
央
・
地
方
の
$職
を
%任
し
た
人
物
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
爲
政
と
し
て
史
書
に
そ
の
名
を
の
こ
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
新
書
』
卷
一
百
七
十
「
張
萬
&傳
」
に
は
、
大
三
年
（
七
六
八
）、
叛
將
許
杲
が
淮
南
を
'そ
う
と
し
た
と
き
、
韋
元
甫
は
淮
南
度
使
と
し
て
張
萬
&に
許
杲
討
伐
を
命
じ
た
、
と
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
事
跡
か
ら
も
、「
木

歌
」
は
韋
元
甫
が
爲
政
の
立
場
か
ら
木

を
「
忠
孝
」
と
賞
揚
し
た
も
の
と
斷
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
韋
元
甫
「
木

歌
」
は
杜
甫
詩
と
の
關
(を
指
摘
で
き
る
も
の
の
、
)容
に
は
大
き
な
懸
が
あ
る
。
そ
れ
は
兩
が
對
極
*な
況
・
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
七
）
小
結
廣
く
人
口
に
膾
炙
し
た
「
木

詩
」
、
す
な
わ
ち
『
樂
府
詩
集
』
+
收
「
木

詩
」
第
一
首
は
、
「
古
辭
」
と
さ
れ
る
も
の
の
、
人
の
措
辭
と
推
測
さ
れ
る
詩
句
を
含
ん
で
い
る
。
韋
元
甫
は
代
に
形
,さ
れ
た
そ
の
「
木

詩
」
の
發
見
・
記
-に
關
與
し
さ
ら
に
そ
の
.擬
作
を
の
こ
し
、
そ
れ
が
「
木

詩
」
第
二
首
、
す
な
わ
ち
『
/
詩
』
+收
韋
元
甫
「
木

歌
」
で
あ
る
、
と
推
測
さ
れ
る
。
「
木

詩
」
第
一
首
は
初
期
の
府
兵
制
と
關
係
す
る
)容
を
持
つ
。
『
全
唐
詩
』
所
收
韋
元
甫
「
木
蘭
歌
」
に
つ
い
て
（
長
谷
部
）
95
そ
の
府
兵
制
は

の
玄
宗
期
に
壞
し
（
）、
そ
の
後
、

の
兵
制
は
變
動
し
つ
づ
け
兵
は
苛
さ
を
極
め
る
。

期
か
ら
中
期
の
初
め
を
生
き
た
杜
甫
の
詩
は
ま
さ
し
く
そ
れ
を
反
映
し
た
	容
を
持
ち
、
杜
甫
の
同
時
代
人
、
韋
元
甫
の
「
木

歌
」
は
杜
甫
の
詩
と
の
關
性
が
指
摘
で
き
る
。
今
回
の
檢
證
を
じ
て
、
以
下
の
ご
と
く
結
論
で
き
る
。「
木

詩
」
は
、
木

故
事
が
民
の
語
り
も
の
と
し
て
語
ら
れ
、
そ
れ
が
代
に
な
っ
て
文
字
に
寫
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
、

期
か
ら
中
期
の
初
め
に
は
、
當
時
の
時
代
況
・
詩
人
の
個
人

況
に
し
た
か
た
ち
で
受
容
さ
れ
て
い
た
、
と
。
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
、
「
木

詩
」
が
經
典
價
値
を
有
す
る
「
樂
府
古
辭
」、
或
い
は
「
古
樂
府
」
と
し
て
わ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
（
）。
〔
〕
（
１
）
長
谷
部
剛
「
杜
甫
『
兵
車
行
』
と
古
樂
府
」（『
日
本
中
國
學
會
會
報
』
第
五
十
六
集
收
、
二
〇
〇
四
年
十
）。
同
「
李
白
詩
と
『
木

詩
』
『
木

詩
』
の
形
と
傳
承
」（『
松
浦
友
久
先
生
悼
記
念
中
國
古
典
文
學
論
集
』
收
、
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
三
）。
（
２
）
中
書
局
の
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書
『
樂
府
詩
集
』
（
一
九
七
九
年
十
一
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
句
讀
は
改
め
て
筆
が
施
し
た
。
（
３
）
齊
天
擧
「
關
於
『
木

詩
』



其
時
代
問
題
」（『
文
學

』
刊
十
四
輯
收
、
一
九
八
二
年
二
）
は
、
「
浙
江
西
 觀
察
使
!
御
史
中
丞
韋
元
甫
續
附
入
」
を
宋
人
の
郭
"倩
で
は
な
く
人
の
書
き
記
し
た
一
文
と
見
な
す
。
齊
氏
は
、
宋
人
が
人
に
つ
い
て
言
す
る
際
に
#代
の
「
」
の
名
を
記
さ
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
こ
の
文
は
韋
元
甫
と
同
時
代
人
の
人
の
も
の
と
斷
言
す
る
。
（
４
）
『
滄
浪
詩
話
校
釋
』（
郭
紹
$[校
釋
]、
人
民
文
學
出
版
%、
二
〇
〇
〇
年
七
）
に
據
る
。
（
５
）
宋
本
『
樂
府
詩
集
』
・
汲
古
閣
本
（
『
四
部
叢
刊
』
收
）
と
も
に
「
木

詩
二
首
古
辭
」
と
題
し
て
第
一
首
・
第
二
首
を
&げ
る
。
宋
本
『
樂
府
詩
集
』
は
古
典
文
學
刊
行
%か
ら
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
、
中
書
局
の
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書
『
樂
府
詩
集
』
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
津
濱
'『
樂
府
詩
集
の
究
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
三
）
は
こ
の
影
印
本
を
收
め
る
。
（
６
）
田
(秀
『
樂
府
の
)史

究
』
*料
+第
一
章
「
郭
"倩
の
樂
府
詩
集
+纂
」
に
據
る
（
東
洋
學
叢
書
、
創
文
%、
一
九
八
一
年
十
一
）。
ま
た
、
金
開
,・
葛
兆
光
『
)代
詩
文
-
.詳
解
』（
北
京
出
版
%、
一
九
八
八
年
二
）
は
、
『
樂
府
詩
集
』
の
書
年
代
を
北
宋
の
元
/年
（
一
〇
八
六
～
一
〇
九
四
）
と
推
定
す
る
。
（
７
）
(、
張
玉
0『
古
詩
賞
析
』
卷
二
十
は
「
木

詩
」
第
一
首
の
み
を
收
め
、
沈
1潛
の
こ
と
ば
を
引
く
。
歸
愚
師
云
、
「
人
韋
元
甫
有
『
擬
木

詩
』
一
篇
、
後
人
并
以
此
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
96
詩
爲
韋
作
、
非
也
。
…
…
」
「
歸
愚
師
」
と
は
沈
潛
の
こ
と
。
沈

潛
は
、
『
文


』
の
よ
う
に
「
木
詩
」
第
一
首
を
韋
元
甫
の
作
と
す
る
り
を
正
し
、
韋
元
甫
の
作
は
第
一
首
と
は
ま
た
別
の
、
「
木
詩
」
の
擬
作
で
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
「
木
詩
」
の
擬
作
が
「
木
詩
」
第
二
首
で
あ
る
か
ど
う
か
、
沈
潛
は
言
	し
て
い
な
い
。
（
８
）
傅
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[
]（

出
版
、
一
九
九
八
年
十
二
）。
（
９
）
『
豫
章
先
生
文
集
』
卷
二
十
五
收
、
四
部
叢
刊
本
。
（
10）
劉

『
中
古
文
學
文
獻
學
』
（
江
蘇
古
出
版
、
一
九
九
七
年
十
二
）
二
五
五
～
二
五
九
頁
に
お
い
て
、
「
木
詩
」
の
立
に
關
わ
る
從
來
の
究
が
領
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は

を
、
①
代
創
作
・
②
三
國
創
作
・
③
北
創
作
、
④
南
～
初
 
!寫
定
・
⑤
隋
代
創
作
・
⑥
 代
創
作
、
の
六
種
"に
整
理
す
る
。
（
11）
余
冠
『
樂
府
詩
#』、
人
民
文
學
出
版
、
一
九
九
七
年
十
。
（
12）
例
え
ば
、
日
本
語
版
で
は
、
松
枝
$夫
『
中
國
名
詩
#』
中
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
年
）
。
現
代
中
國
語
版
で
は
、
王
%煕
・
王
國
安
『
魏
六
樂
府
詩
&
'』（
中
國
古
典
名
普
	叢
書
、
齊
魯
書
、
二
〇
〇
〇
年
十
）。
（
13）
'（
１
）

(「
李
白
詩
と
『
木
詩
』
『
木
詩
』
の
形

と
傳
承
」
參
照
。
（
14）
第
二
十
四
章
第
三
)「『
木
詩
』
和
『
敕
勒
歌
』」
'七
。
人
民
文
學
出
版
、
一
九
九
八
年
六
。
・
梁
*文
+蕭
綱
「
倡
,怨
-詩
十
二
韻
」
：
散
.披
紅
/、
生
-新
0
（『
玉
臺
新
詠
』
卷
七
）。
・
同
「
戲
1麗
人
詩
」：
同
安
鬟
裏
撥
、
2作
額
!
（『
玉
臺
新
詠
』
卷
七
）。
・
同
「
美
女
篇
」：
0
能
效
、
裁
金
巧
作
星
（『
樂
府
詩
集
』
卷
六
十
三
）。
・
盧
照
鄰
「
長
安
古
意
」
：
片
片
行
雲
蝉
鬢
、
纖
纖
初
上
鴉

（『
3
 詩
』
卷
四
十
一
）。
（
15）
『
江
論
壇
』
一
九
八
六
年
第
九
期
收
。
（
16）
・
杜
甫
「
兵
車
行
」：
4傍
5
6問
行
人
、
行
人
但
云
點
行
7（『
錢
'
杜
詩
』
卷
一
）。
・
同
「
新
安
吏
」：
客
行
新
安
4、
喧
呼
聞
點
兵
（『
錢
'杜
詩
』
卷
二
）。
（
17）
金
文
京
「
『
王
昭
君
變
文
』
考
」
（
『
中
國
文
學
報
』
第
五
十
册
、
一
九
九
五
年
四
）
參
照
。
（
18）
『
古
文
』
卷
九
は
「
木
詩
」
第
一
首
の
み
を
「
 人
作
」
と
し
て
收
め
る
。
そ
し
て
題
下
'に
「
舊
'云
、
不
知
名
。
浙
江
西
4觀
察
使
8使
御
史
中
丞
韋
元
甫
聞
續
附
入
」
と
あ
る
。
『
古
文
』
は
撰
6
不
詳
。
 代
に
す
で
に
立
し
て
い
た
と
傳
え
ら
れ
る
が
、
北
宋
人
の
僞
と
疑
わ
れ
る
（
'（
10）

(『
中
古
文
學
文
獻
學
』
參
照
）
。
今
回
は
『
四
部
叢
刊
正
』
收
の
テ
キ
ス
ト
（
二
十
一
卷
本
）
に
據
っ
『
全
唐
詩
』
所
收
韋
元
甫
「
木
蘭
歌
」
に
つ
い
て
（
長
谷
部
）
97
た
。『
四
部
叢
刊
正
』
收
の
テ
キ
ス
ト
は
、
南
宋
の
章
樵
が
補
・
釋
を
加
え
、
紹
定
五
年
（
一
二
三
二
）
の
章
樵
の
自
序
を
冠
す
る
も
の
。
章
樵
は
「
舊
」
と
明
記
し
て
「
不
知
名
。
浙
江
西
觀
察
使

使
御
史
中
丞
韋
元
甫
聞
續
附
入
」
と
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
文
は
章
樵
以
か
ら
存
在
し
て
い
た
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
19）
例
え
ば
、
錢
	

「
少
陵
先
生
年
譜
」（『
錢
杜
詩
』
收
）。
（
20）
谷
口
眞
由
實
「
杜
甫
の
會
批
詩
と

事
件
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
十
三
集
收
、
二
〇
〇
一
年
十
）
參
照
。
（
21）
韋
元
甫
を
擢
し
た
韋
陟
は
、
杜
甫
が

を
辯
し
肅
宗
の
鱗
に
觸
れ
三
司
（
書
刑
部
・
御
史
臺
・
大
理
寺
）
合
同
の
問
を
受
け
た
と
き
、
御
史
大
夫
と
し
て
問
の
一
人
と
な
り
杜
甫
を
辯
す
る
意
見
を
べ
て
い
る
（『
舊
書
』
卷
九
二
「
韋
陟
傳
」）。
（
22）
氣
賀
澤
保
規
『
府
兵
制
の
究
府
兵
兵
士
と
そ
の
會
』
（
東
洋
史
究
叢
刊
之
五
十
七
、
同
舍
、
一
九
九
九
年
二
）
の
「
序
論
」
參
照
。
（
23）
錢
志
煕
「
樂
府
古
辭
經
典
價
値
魏
晉
至
代
文
人
樂
府
詩
發
展
」
に
據
る
と
、
作
名
の
明
ら
か
で
な
い
古
い
樂
府
詩
（
古
樂
府
・
樂
府
古
辭
）
は
代
に
お
い
て
經
典
な
價
値
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
た
（『
文
學
論
』
一
九
九
八
年
第
二
期
收
）。
な
お
、
中
の
元
「
樂
府
古
題
序
」
（
元
和
十
二
〔
八
一
七
〕
年
の
作
）
に
「
除
『
鐃
吹
』『
吹
』『
郊
祀
』『

』
等
詞
在
『
樂
志
』
、
其
餘
『
木
 』
『
仲
卿
』
『
四
愁
』
『
七
哀
』
之
輩
、
亦
未
必
盡
播
於
管
弦
明
矣
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
「
木
 詩
」
は
「
焦
仲
卿
妻
（
孔
雀
東
南
飛
）」・
張
衡
「
四
愁
詩
」・
曹
植
（
王
粲
）「
七
哀
詩
」
な
ど
、
!
代
の
詩
歌
と
竝
列
さ
れ
る
。
元
は
「
木
 詩
」
を
古
い
樂
府
詩
（
古
樂
府
・
樂
府
古
辭
）
と
見
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
"

か
ら
中
初
の
杜
甫
・
韋
元
甫
ら
に
と
っ
て
「
木
 詩
」
は
「
古
樂
府
（
樂
府
古
辭
）」
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
杜
甫
・
韋
元
甫
と
、
そ
の
#五
十
年
後
の
元
と
の
$に
は
「
木
 詩
」
の
位
置
付
け
に
お
い
て
大
き
な
懸
%が
あ
る
と
&め
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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